
７ 観光施設事業 

 

(1) 事業数及び施設の利用状況 

 

平成２７年度における観光施設事業の事業数は４事業５施設で、前年度と同数になっている。 

いずれも法非適用企業で、休養宿泊施設１事業（宿泊施設１施設）、その他観光施設３事業（温泉供

給１施設、資料館１施設、博物館１施設、その他施設（有料架橋）１施設）となっている。 

その他観光施設の利用状況をみると、温泉供給施設の年間延利用戸数は８戸で、前年度と同数にな

っている。資料館の年間利用人員は１万５６７人で、前年度に比べ２，４９４人（１９．１％）減少

し、博物館の年間利用人員は４万２，４６２人で、前年度に比べ５４人（０．１％）減少し、その他

（架橋）の年間利用人員は１６万９,２９９人で、前年度に比べ２万３８９人（１３．７％）増加して

いる。 

 

第１表 利用状況の推移

年　　度

２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ｂ - ａ (ｃ/ａ)

項　　目 ａ ｂ ｃ ×100(%)

15 15 15 15 15 0 0.0

宿 泊 定 員 (人) 100 100 100 100 100 0 0.0

年 間 延 宿 泊 者 数 (人) A 0 0 0 0 0 0 ―

年間延休憩利用者数 (人) B 0 0 0 77,307 153,857 76,550 99.0

計 0 0 0 77,307 153,857 76,550 99.0

温泉 年 間 延 利 用 戸 数 (戸) 8 8 8 8 8 0 0.0

資料館 年 間 利 用 人 員 (人) 4,574 9,841 15,451 13,061 10,567 ▲ 2,494 ▲19.1

博物館 年 間 利 用 人 員 (人) 25,696 37,537 37,474 42,516 42,462 ▲ 54 ▲0.1

その他
（架橋）

年 間 利 用 人 員 (人) 55,426 109,450 139,649 148,910 169,299 20,389 13.7
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(2) 経営状況 

 

観光施設事業の収益的収支における総収益は２億８百万円で、前年度に比べ６４百万円

（４４．３％）増加しており、総費用は１億６４百万円で、前年度に比べ５１百万円（４５．４％）

増加している。この結果、収支差引では４４百万円の黒字となり、前年度に比べ黒字が１３百万円

（４０．３％）増加している。 

資本的収支における収入はなく、支出は４百万円で、前年度に比べ１３百万円（７５．５％）減少

している。この結果、収支差引では４百万円の赤字となり、前年度に比べ赤字が１３百万円

（７５．５％）減少している。 

収益的収支と資本的収支を合わせた収支再差引は３９百万円の黒字で、これから積立金を差し引き、

前年度からの繰越財源等を調整した実質収支は９百万円の黒字となり、前年度に比べ黒字が５百万円

（３６．５％）減少している。 

なお、収益的収支比率は１２６．６％で、前年度に比べ１．０ポイント低下している。 

第２表 観光施設事業の収支状況の推移 

（単位：百万円、％、人）

２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ｂ - ａ (ｃ/ａ)

ａ ｂ ｃ ×100

A 400 475 1,318 144 208 64 44.3

収 収 33 60 71 112 160 48 42.7

う 料 金 収 入 32 60 71 110 156 45 41.2

益 ち そ の 他 0 0 0 2 4 2 138.4

入 368 415 1,247 32 48 16 49.9

的 22 92 960 2 20 18 736.0

B 233 270 342 113 164 51 45.4

収 支 211 251 323 111 162 50 45.4

38 16 12 19 29 11 59.1

支 出 22 19 19 2 3 1 46.1

20 19 18 1 1 0 0.0

C 167 205 976 31 44 13 40.3

D 134 19 44 0 0 0 ―

資 収 18 19 0 0 0 0 ―

0 0 0 0 0 0 ―

本 0 0 0 0 0 0 ―

入 0 0 0 0 0 0 ―

的 116 0 44 0 0 0 ―

E 101 92 983 17 4 ▲13 ▲75.5

収 31 22 2 17 4 ▲13 ▲75.5

e 70 70 981 0 0 0 ―

支 0 0 0 0 0 0 ―

F 34 ▲73 ▲939 ▲17 ▲4 13 ▲75.5

G 201 131 37 14 39 25 182.2

H 105 220 29 0 31 31 7,548.2

I 4 96 1 0 1 0 101.3

J 0 0 0 0 0 0 ―

K 100 7 9 14 9 ▲5 ▲36.5

L 95 0 0 0 0 0 ―

4 7 9 14 9 ▲5 ▲36.5

4 7 9 14 9 ▲5 ▲36.5

0 0 0 0 0 0 ―

9 2 2 4 5 1 25.0

132.0 139.5 99.6 127.5 126.6 ▲1.0 ―
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